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自
治
会
や
地
域
か
ら

の
要
望
は
一
事
業
費
が
小
さ

い
た
め
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

昨
年
は
倍
額
、
今
年
度
も
６
，

０
０
０
万
円
増
額
し
て
い
る

が
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

１
０
０
％
と
は
い
か

な
い
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

本
当
に
便
利
に
な
る
方
向
で

進
め
た
い
強
い
気
持
ち
で
あ

る
。

　
　
　

南
島
原
市
の
隠
れ
た

魅
力
発
見
の
取
り
組
み
を
し

て
、
新
た
な
観
光
資
源
の
発

掘
も
必
要
で
は
。

　
　
　

面
白
い
企
画
だ
と
思

う
。
担
当
部
局
と
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
み
た
い
。

　
　
　

高
齢
に
よ
り
農
薬
散

布
に
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

市
や
メ
ー
カ
ー
及
び
農
協
に

協
力
を
仰
ぎ
、
ド
ロ
ー
ン
で

試
験
的
に
取
り
組
み
た
い
と

の
情
報
も
あ
っ
た
が
、
市
当

局
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

農
薬
積
載
能

力
が
小
さ
く
難
し
い
面
が
あ

る
が
、
調
査
等
に
も
活
用
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

農
地
対
策
に
つ
い
て

担
当
職
員
は
、
農
地
法
に
基

づ
い
て
対
応
し
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
結
果
い
ろ
ん
な

弊
害
が
生
ま
れ
て
い
る
。
小

さ
な
問
題
ま
で
検
証
し
た
い
。

ま
ず
、
優
良
農
地
の
定
義
は

ど
ん
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　

一
団
の
ま
と

ま
っ
た
農
地
、
農
業
水
利
施

設
の
整
備
等
を
行
っ
た
生
産

性
が
向
上
、
そ
の
他
、
良
好

な
生
産
性
を
備
え
た
農
地
と

規
定
。

　
　
　

役
所
・
駅
・
公
共
施

設
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
内

は
優
良
農
地
で
も
転
用
で
き

る
が
、
農
振
地
域
は
荒
れ
果

て
た
農
地
で
も
転
用
で
き
な

い
。
農
振
除
外
、
ま
た
は
、

転
用
で
き
る
要
因
は
。

　
　
　
　
　
　

農
用
地
以
外

に
す
る
こ
と
が
、
必
要
か
つ

適
当
で
農
用
地
以
外
に
代
替

地
が
な
い
。
農
業
上
の
総
合

的
な
利
用
に
支
障
が
な
い
。

土
地
改
良
事
業
等
完
了
後
８

年
が
経
過
し
て
い
る
等
で
あ

る
。

　
　
　

農
振
地
域
内
の
農
地

で
、
農
道
が
な
く
農
業
機
械

が
入
れ
な
い
農
地
を
、
農
振

地
と
し
て
維
持
す
る
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　

市
の
単
独
事

業
や
、
８
割
補
助
等
を
活
用

し
農
業
機
械
が
入
る
よ
う
に

土
地
改
良
等
を
実
施
し
て
も

ら
う
。

市長／身近なところから
の対応が基本と考える

　
市民の要望をど
のように捉え行
政に反映させる
のか

市民の要望をど
のように捉え行
政に反映させる
のか
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昨
年
の
後
半
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら
認
定
調
査

が「
条
件
付
き
再
認
定
」で
あ

っ
た
が
指
摘
事
項
は
何
か
。

　
　
　

事
務
局
体
制
の
強
化
・

認
定
ガ
イ
ド
の
組
織
化
・
地

域
に
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な

い
。

　
　
　

指
摘
事
項
に
時
間
の

制
約
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

２
年
後
に
再
認
定
審

査
が
あ
る
の
で
、
２
年
の
期

間
で
改
善
す
る
。

　
　
　

今
年
は
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
の
調
査
が
あ
る
が
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
審
査
結
果
と

の
関
係
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
審

査
に
影
響
が
あ
る
か
分
か
ら

な
い
。
認
定
に
な
る
よ
う
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

　
　
　
「
世
界
で
認
定
を
受
け
、

日
本
で
認
定
取
り
消
す
」
事

が
有
り
得
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

可
能
性
が
無

い
と
は
言
え
な
い
。

　
　
　

審
査
員
の
１
人
は
、

　
「
地
域
住
民
に
な
じ
ん
で
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

の
構
成
遺
産
と
し
て「
原
城
」

が
あ
る
。
世
界
遺
産
を
も
つ

住
民
・
市
民
に
盛
り
上
が
り

が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
行
政
の
目
も
、
駐

車
場
・
ト
イ
レ
な
ど
ハ
ー
ド

事
業
に
向
い
て
い
る
。
世
界

遺
産
の
客
は
当
然
、
通
り
す

が
り
の
市
民
に「
原
城
」の
歴

史
を
尋
ね
る
だ
ろ
う
。
南
有

馬
町
の
市
民
が
一
番
に
客
と

接
す
る
。
各
自
治
会
公
民
館

で
簡
単
な
「
原
城
と
世
界
遺

産
」
の
基
礎
講
座
を
開
く
べ

き
と
考
え
る
。
ジ
オ
で
も

「
地
域
に
な
じ
ん
で
な
い
」と

審
査
結
果
が
で
て
い
る
。

　
　
　

市
民
に
世
界
遺
産
の

大
事
さ
価
値
を
知
っ
て
も
ら

う
事
は
、
私
自
身
も
思
っ
て

い
る
の
で
受
け
と
め
る
。

　
　
　

交
流
人
口
が
増
え
る

と
、
民
間
の
資
金
投
入
も
行

わ
れ
る
。
市
民
が
盛
り
上
が

る
と
、お
客
が「
お
も
て
な
し
」

と
感
じ
ら
れ
る
行
動
が
自
然

に
発
生
す
る
。
ガ
イ
ド
も
原

城
と
ジ
オ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
て
く
る
。

　

小
・
中
学
校
で
は
地
元
歴

史
の
授
業
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

郷
土
学
習
と
し
て

世
界
遺
産
学
習
を
や
っ
て
い

る
。
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